
こ の 人 に 聞 く 第57回シリーズ

皆さまから寄せられたお便り

今年に続いて来年も

水防訓練中

協働のまちづくりに向けて協働のまちづくりに向けて

広
島
生
活
福
祉
専
門
学
校
の
道
楽
隊

　今回のインタビューは、1年前に就任された広島市安芸消防署長の三浦孝治さんにお願いしました。三浦

署長には、安全・安心に向けての取組みなどについて熱く語っていただきました。	 聞き手／下岡	憲国	委員

地
域
住
民
と
一
体
に
な
っ
た

　
　
　
消
防
業
務
の
取
組
み
に
つ
い
て

広
島
市
安
芸
消
防
署
長 

三み

浦う
ら 

孝た
か

治は
る

さ
ん

●�寺迫公園には子

どもが小さい頃毎

日のように遊びに行っていまし

た。今でも時々サッカーをしたり、

広いので思い切り遊べます。 海

田町議員の皆様、 暑い日々が

続きますが、 町民の代表として

日々暮らしやすい町を目指して

いい汗かいてください。

●�海田町に住み始めて２０年にな

ります。 新しい道路もどんどん

でき、 危ないなと思っていた道

もきれいになっていき、 住みやす

くなって嬉しいです。 これからも、

子どもからお年寄りまで住みや

すい海田町であってください。

●�現在１歳の子どもがいて、 楽しく生活しています。 海田町は、 子

育てしやすい町だと感じています。議会だよりは、毎回読んでいます。

特に、 議員さんが質問し、 町長さんの答弁の一般質問は、 私も

どうなったのだろうと知りたい事が、 分かりやすく書いてあり、 また知

らなかった町の活動が写真付きで分かるので嬉しいです。

●�海田町の情報を得るのに大変役

だっています。 これからも、 町民が

どんな情報を求めているかに視点を

置いて、 情報の掲載をお願いしま

す。

●�海田町に長年住んでおりますが町

内の事が中々分かりません。 議会

だよりを読んで助かっております。

※�たくさんのお便り、 ありがとうございました。

　　　　　　　これからもどんどんお寄せください。 待ってます。

　

平
成
九
年
度
の
海
田
町
歩
道
新
設
工
事
に
伴
い
、
学
校
前
に
縦
三
十
三
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二
十
メ
ー
ト
ル
の
細
長
い
ス
ペ
ー
ス
が
で
き
ま
し
た
。
工
事

前
は
季
節
の
花
や
野
菜
を
栽
培
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
平
成
十
年
度
か
ら
海

田
町
花
で
あ
る
ひ
ま
わ
り
を
植
え
て
い
ま
す
。地
植
え
の
せ
い
か
元
気
が
良
く
、

十
月
の
体
験
入
学
の
頃
ま
で
咲
き
続
け
、
道
行
く
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま

す
。
と
き
に
は
町
内
の
人
に
種
や
苗
を
分
け
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ひ
ま
わ
り
の
時
期
が
終

わ
る
と
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の

球
根
を
植
え
ま
す
。
寒
い

冬
を
越
し
て
入
学
式
に
あ

わ
せ
る
よ
う
に
咲
い
た
色

と
り
ど
り
の
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
が
、
不
安
で
い
っ
ぱ
い

の
新
入
生
を
優
し
く
迎
え

て
く
れ
ま
す
。

　

環
境
が
人
を
育
て
る
。

こ
の
さ
さ
や
か
な
取
組
み

が
心
あ
る
介
護
者
を
育
て

る
一
助
に
な
れ
ば
・
・
・
と

思
い
ま
す
。

な なー ーち ちポ ポま まレ レか かト ト

特
に
、
災
害
現
場
で
消
防

隊
、
救
助
隊
、
救
急
隊

が
活
動
を
行
う
た
め
に
は
、
地

域
の
実
情
を
よ
く
ご
存
知
の
地

域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
海
田

町
役
場
、
海
田
町
消
防
団
と
の

連
携
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら

地
域
の
消
防
行
事
な
ど
を
通
じ

て
、
地
域
住
民
、
海
田
町
職
員
、

消
防
団
員
の
皆
さ
ん
と
顔
の
見

え
る
密
接
な
関
係
を
築
く
よ
う

に
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
一
体
と
な
っ
た
消
防
行
政

を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
の
災
害
対
応
能
力
の

向
上
に
は
、
安
全
管
理

の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
消

防
職
員
一
人
ひ
と
り
が
災
害
に

立
ち
向
か
う
た
め
の
体
力
、
知

識
、
技
術
を
身
に
付
け
、
あ
わ

せ
て
被
災
者
の
皆
さ
ん
に
対
し

て
豊
か
な
人
間
性
を
持
っ
て
接

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
必
要
な
研
修
、

訓
練
、
体
力
づ
く
り
な
ど
精
力

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
う
え
、
倫
理
、
接
遇
研
修
も

積
極
的
に
取
り
入
れ
、
公
務
員

と
し
て
の
行
動
態
度
な
ど
全
般

に
資
質
の
向
上
を
目
指
し
て
お

り
ま
す
。
特
に
若
手
職
員
の
育

成
指
導
に
も
力
を
注
い
で
お
り

ま
す
。

海
田
町
内
で
火
災
が
発
生

し
ま
す
と
、
安
芸
消
防

署
の
ほ
か
に
広
島
市
内
の
消
防

署
か
ら
第
一
出
動
で
消
防
車
が

七
台
出
動
し
ま
す
。
ま
た
、
第

二
出
動
で
消
防
車
六
台
、
救
急

車
一
台
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
一
機

が
追
加
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
火

災
が
拡
大
し
ま
す
と
、
第
三
出

動
で
消
防
車
六
台
、
第
四
出
動

で
五
台
追
加
し
、
計
消
防
車

二
十
四
台
、
救
急
車
一
台
、
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
一
機
が
集
結
し
災

害
対
応
を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
消
防
車
、
救
急
車
が

必
要
と
な
っ
た
と
き
に
は
増
加

出
動
を
か
け
、
対
応
に
万
全
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報

器
は
、
火
災
か

ら
尊
い
生
命
を
守
る

た
め
に
必
要
で
す
。

　

設
置
の
義
務
付
け

が
今
年
六
月
か
ら
完

全
実
施
に
な
り
、
海
田
町
の

推
計
設
置
率
は
、
六
月
末
で

七
十
六
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

同
時
期
の
広
島
県
の
平
均
設
置

率
は
、
六
十
八
・
〇
パ
ー
セ
ン

ト
で
す
。

　

広
島
市
消
防
局
管
内
で
も
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
奏
功
事
例

が
数
十
件
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
例
を
あ
げ
て
み
ま
す
と
、

居
住
者
の
方
が
一
階
居
間
で
寝

て
い
た
と
こ
ろ
、
階
段
に
設
置

し
て
い
た
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
音
が
鳴
り
だ
し
ま
し
た
。
そ

れ
に
気
付
い
て
目
を
覚
ま
す
と
、

こ
た
つ
布
団
の
端
が
燃
え
て
い

た
の
で
、
タ
オ
ル
を
水
道
水
で

濡
ら
し
、
布
団
を
た
た
い
て

消
火
し
て
一
一
九
番
通
報
を
し
、

大
事
に
至
ら
な
か
っ
た
そ
う
で

す
。

　

課
題
と
言
う
か
、
ま
だ
設
置

さ
れ
て
い
な
い
住
宅
は
、
家
族

の
命
を
守
る
た
め
に
早
く
設
置

し
て
く
だ
さ
い
。

　

終
わ
り
に
、
安
芸
地
区
の

皆
さ
ん
が「
消
防
事
務
を
広
島

市
に
委
託
し
て
よ
か
っ
た
」と

言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
署

員
全
員
で
し
っ
か
り
業
務
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
お
忙
し
い
と
こ
ろ
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
地
区
に
つ
い
て

お
気
づ
き
の
点
と
か
、
特

に
力
を
入
れ
て
お
ら
れ

る
こ
と
は
。

　
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置

状
況
と
成
果
・

課
題
な
ど
は
。

　
火
災
時
の
出
動
体
制

は
。

　
災
害
対
応
能
力
の
向

上
に
は
ご
苦
労
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
。
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